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自ら見出した課題で、社会
的、科学的に意味があり、
先行研究を踏まえて探究
の意義を明確に捉えてお
り、適切な仮説を設定して
いる。

高校生なりによく練られ
た研究計画で、計画に
沿って真摯に研究がな
されている。仮説の検証
に適切な研究方法を実
践している。データにつ
いても統計的処理がな
されており信頼性があ
る。

得られた結果を精選し
適切な図表にまとめて
いる。そのうえで、多角
的に考察を進め、適切
な解釈を行っている。ま
た、先行研究等のデータ
や考察と合わせて論考
している。

堂々とした態度で、言葉
も明瞭で、聴衆を見なが
ら発表できる。発表者全
員が研究内容を熟知し、
誰が発表しても正確に
研究を説明できる。

研究成果に基づき、当
初の課題の仮説の検証
について必要な部分を
抜き出して、聴衆に研究
結果を明確に伝えられ
るよう説明した。

質問者の質問内容を把
握し、適切な回答を行う
ことができる。助言者の
意見や見解に素直に耳
を傾け自己の意見を修
正したり、データや考察
をもとに反論できる。

目次、スライドごとにタイト
ルがあり、文章でなく適切
な記述語からなる箇条書
きとなっている。一枚のス
ライドに概ね1つのポイン
トが示されている。図表な
どを用いて、結果が視覚
的に分かりやすい。

研究テーマ、仮説、実験
方法、結果、考察、結論
が過不足なく入ってい
る。全体の構成に一貫
性がある。スライド間に
繋がりがあり、聴衆が話
の流れをつかめる構成
となっている。
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3

自ら見出した課題に対し
て、先行研究を踏まえて、
生徒なりの仮説を設定し
ている。

高校生なりの研究計画
である。仮説の検証に
真摯に研究に取組んで
いる。データについての
統計的処理が　充分な
されておらず、信頼性に
ややかける。

得られた結果を精選し
適切な図表にまとめて
いる。データの分析には
課題が残る。先行研究
の調査にも課題が残る。

堂々とした態度で、言葉
も明瞭であるが、原稿を
見ながら発表している。
研究内容を博しているも
のがグループの一部に
限られている。

研究成果に基づき、当
初の課題の仮説の検証
について必要な部分を
抜き出してはいたが、聴
衆にはその内容が十分
伝わらなかった。

質問者の質問内容にお
おむね適切な回答を行
うことができる。助言者
の意見や見解に耳を傾
けることができる。

目次、スライドごとにタイ
トルがある。各スライド
が文章で綴られておりポ
イントが分かりづらい。
図表や写真を用いて、
結果を示しており、視覚
的には分かりやすい。

研究テーマ、仮説、実験
方法、結果、考察、結論
が過不足なく入ってい
る。全体の構成の一貫
性に工夫が必要であ
る。スライド間に繋がり
がなく、聴衆が話の流れ
をつかみにくい。
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指導者の助言に頼った課
題の設定ではあるが、先
行研究を意識して、生徒な
りの仮説を設定している。

指導者の助言をもとに
研究計画をたてて研究
をしているが、一所懸命
研究に取組んでいる。

得られた結果を適切な
図表にまとめきれていな
い。そこで、データの分
析、考察に課題が残る。

堂々とした態度で、言葉
も明瞭であるが、質問に
対しては的確に答えら
れないことがある。研究
内容を博しているものが
グループの一部である。

研究成果を羅列的に説
明しており、研究の結果
が十分整理されていな
い。

質問者の質問や助言に
耳を傾けることができる
が、回答できるがその内
容は曖昧なところがあ
る。

目次がなく一枚一枚の
スライドが文章で綴られ
ており、研究内容と結論
が把握しにくい。適切な
図表や写真が十分活用
されていない。

研究テーマ、仮説、実験
方法、結果、考察、結論
の一部が欠けている。
全体の構成の一貫性に
工夫が必要である。スラ
イド間に繋がりがなく、
聴衆が話の流れをつか
みにくい。
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ありきたりの課題で、その
うえ仮説の設定に問題が
ある。

指導者の助言に頼った
研究計画か、生徒なり
の研究計画があいまい
で、研究の進め方に課
題が残る。

得られた結果を適切な
図表にまとめていない。
考察が論理性に欠け
る。先行研究の調査検
討十分なされていない。

おどおどした態度で発表
している。発表準備が不
足している。

研究成果が不十分で、
発表に耐える内容がな
い。

質問の意図を充分理解
することができない。質
問に対して適切な回答
をすることができない。

目次やタイトルが無かっ
たり、あったとしても内容
と整合性がない。一枚一
枚のスライドが文章で綴
られており、研究内容と
結論が把握しにくい。積
雪な図表や写真を用い
ていない。

研究テーマ、仮説、実験
方法、結果、考察、結論
のの相当部分が入って
いない。全体の構成の
一貫性に工夫が必要で
ある。スライド間に繋が
りがなく、聴衆が話の流
れをつかみにくい。
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